
 

 任意接種です。予防的接種と発病予防のための

接種の使い方によって、接種回数や間隔が異なり

ますので、医師の指示に従って接種を受けてくだ

さい。 

 

 狂犬病ウイルスに感染している動物に咬まれた

り、口を舐められたりすることで感染し、発病し

た場合には、ほぼ100％死亡する感染症です。ワ

クチンには、動物に咬まれる前の予防的接種と咬

まれた後の発病予防の使い方があります。予防的

接種を受けた方でも、動物に咬まれた後には必ず

発病予防としての予防接種を受けてください。 


